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　この原稿の執筆依頼をいただき、
改めて、インターネット検索エンジ
ンで、全カリという単語を入力して検
索にかけてみたところ、すぐに全カリ
について詳しく紹介したwebページ（ 
http://www.rikkyo.ac.jp/academics/
undergraduate/zenkari/ ）にたどり
着いた。「全カリの歴史」というペー
ジを読んだところ、「40年の歴史をも
つ一般教育部の成果と知的エネルギー
を発展的に継承し、強力な全学的運営
責任体制を樹立して、「全カリ」を創
出し、1997年度から全面的に展開」し
たということである。筆者が立教大学
文学部心理学科に入学したのは2001年
4月なので、ちょうど全カリの試験運
転期間が終わり、本格的にプログラム
が走り出した時期だと推察される。
　全カリの思い出は、何と言っても言
語教育プログラムである。英語と自由
選択言語（筆者はドイツ語を選択）に
ついて、1年次から2年次にわたって、
毎週2-3回程度の講義を受講していた
と記憶している。英語は主にリーディ
ングとスピーキングを学ぶ講義に分か
れており、非常に英語に長けた日本人
の先生方に教えていただいた。講義は
冗談が飛び交う和やかな雰囲気で、そ
れまで学習していた受験英語とは異な
った視点から、楽しく学んだことを覚
えている。また、入学時のプレイスメ
ントテストの成績をもとにクラスが固
定されていた。そのため、毎週決まっ
た顔ぶれが顔を合わせる英語のクラス
は「英クラ」という通称で呼ばれ、同
じ英クラに所属する学生とは自然と仲
良くなり、また「英クラ飲み」という

名の集まりがあちこちのクラスで開催
されるなど、学生間の交流促進にもつ
ながっていた。
　言語以外の科目を受講することも、
もちろん必須であった。その内容はバ
ラエティに富んでおり、例えばスポー
ツ科目では、当時10号館の裏にあった
運動広場（現在は図書館になってい
る）で、バスケットボールに汗を流し
た。また、講義科目を受講することも
求められ、全学的に開講された様々な
テーマ・内容の講義を受講する機会を
得た。
　当時を思い出して失敗だったと思う
ことは、心理学を学ぶことに執着する
あまり、「心の科学」という名前のつ
いた講義を複数履修したことである。
履修してすぐに学科で展開されている
講義の内容と一部または完全に重複す
ることが判明し、またその逆に、学科
の講義を受けている際に、全カリで学
んだ内容と全く同じであることに気が
つくことがあった。今思えば、社会学
や教育学など心理学の近接領域や、心
理学とはあまり接点のない分野の講義
を取るなど、違った視点を獲得する契
機を逃してしまったと感じる。　　
　また、当時不満に思っていた点とし
て、魅力に乏しい講義、教員に熱意が
感じられない講義が散見されたことで
ある。例えば、「○○先生の講義は、
毎回出席しなくても、指定された教科
書を購入して持ち込み、試験さえ受け
れば、必ず単位が来る」という楽勝講
義に認定されているものがあった。
また、教員自身が書いた教科書を購入
させ、それをただ読むだけという授業
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も実際に体験した。当然講義そのもの
の魅力がなく、また私語が多発するな
ど受講環境も悪かったが、教員側から
何かを改善しようとする意思は感じら
れなかった。このような類いの噂に触
れ、また実際にあまり質の高くない講
義を受講する度に、全カリに対する期
待度が薄れていったこともまた事実で
ある。
　全カリは、全学部の学生が自由に受
講できるので、確かに教員にとっては
講義内容や展開の設定が難しい。しか
し、2012年度に教員として全カリ科目
「心理学への招待」を担当すること
になった際、自身が不満足を覚えた経
験を活かし、どうにか受講生にとって
楽しい講義を展開したいと考えた。幸
い筆者の専門分野は「錯視」を始めと
する体験型のデモンストレーションが
豊富にあるので、それを積極的に活用
しようと考えた。また、学生に向かっ
て常に一方的・一方向に話すのではな
く、毎回リアクションペーパーを配
布・回収し、寄せられたコメントから
各回の講義で何を分かってもらえなか
ったのか、またどのような疑問が浮か
んだのかを把握するようにした。そし
て、次の講義回の冒頭で、前回説明が
不十分であると指摘された点を補足
し、また提示された質問に答える時間
を設けた。これが大変好評で、毎回リ
アクションペーパーにはこちらが答え
きれないほど膨大な質問が寄せられる
ようになった。現在、領域別科目で
は、自身の専攻と近い内容の講義は受
講できない設定となっているので、受
講生は心理学に触れたことのない学生
ばかりであったが、こちらにとっては
斬新、奇抜、また示唆に富んだ質問・
コメントが寄せられ、毎回色々なこと
を調べる契機になるなど、教員として
も大変勉強になった。講義の最終回頃
に実施する授業評価アンケートでは、

こういった取り組みを肯定的に評価す
るコメントが多数見られ、全体的に高
い評定を得ることが出来た。このよう
な経験は、現在の筆者の講義運営にも
大変活きている（また、以前は講義評
価アンケートの存在意義について懐疑
的であったが、現在はアンケートの評
価・コメントを積極的に活用する方向
で考えるなど、現金な心変わりまで生
じた）。
　現在、全カリでは、先に述べた一部
の科目群では専攻に近い講義は履修で
きないという規定や、TA・SA制度の
導入による円滑な講義運営の促進、ま
た各学部・学科の教員が責任を持って
講義担当教員を選定・推薦する仕組み
など、当時筆者が学生の立場から抱い
た後悔や不満をあらかじめ排除するよ
うな制度が導入されている。さらに、
特に素晴らしいと感じるのは、言語科
目に関して、海外から英語が堪能な先
生方をお招きして講義が展開されてい
る点である。講義内容もリーディング
やライティングのみならず、ディスカ
ッション能力やプレゼンテーション能
力を培う講義が展開されている。たま
に教室を覗くと、学生と教員が英語で
談笑している姿を見ることができ、自
分が学生の時にもこのような講義があ
ればと、とても羨ましく感じる。
　2016年度には、全学的なカリキュラ
ム改訂に伴い、全カリの枠組みも変わ
ると聞いているが、専攻という枠組み
を外した純粋な知的好奇心を満たし得
る、多彩かつ質的に高い内容を扱った
講義が1つでも多く展開されるような
取り組みが今後も継続されることを希
望する。また1人の教員として、その
ような取り組みに微力ながら助力して
いきたいと考えている。
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